
 

中学生の部 最優秀賞 

浜松市立南部中学校 ３年 宮司 來実さん 

 
中学生の部 入選 

浜松日体高校 １年 糸賀 愛哩さん 

   

子育てを助けるＵＤ 

 小さな子どもがいる家は朝から大忙しです。お

出掛けする時もバタバタしてしまいます。そんな

時、活躍するのはＵＤです。ＵＤが手助けしてくれ

るおかげで、子どもは一人でできて嬉しいし、親

は家事がはかどります。このように子育てをサポ

ートしてくれるＵＤのすばらしさを表現しました。ぜ

ひ、みなさんに知ってもらいたいです。 

 このスプーン、役割は？ 

 私の曽祖母が施設に入っていたときにスプーン

の形が変わっているものを使っていたため、普段

私たちが使っているものとどのような点が違うの

か、それぞれどんな役割があるのか気になり、調

べました。 

【講評】 見やすく、オリジナリティにあふれた作品で

す。子育ての経験がなくてもよく観察されていて感

心しました。両側からおろせる工夫や、ストーリーの

流れもわかりやすく、絵だけでなく文字で丁寧に解

説されている点も、理解を助けています。タイトルに

絵が散りばめられており、遊び心が感じられる楽し

い仕上がりです。全体を通して、良く描けている作

品だと思います。 

 【講評】 ご家族の方が使っていた時に見たものを

探求したいという思いでこのレポートに取り組み、作

者にとっての発見！を伝えたいという思いが伝わっ

てきます。文字もきれいで読みやすく、わかりやすく

まとめられた、レポートの見本となる作品です。た

だ、ここで取り上げているスプーンは、介護の現場

で使われているアイテムで、すべての人に使いやす

いＵＤというよりは、特定の方の不自由を解消する

ためのものだということは、ご理解下さい。 
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中学生の部 入選 

浜松市立開成中学校 ２年 増井 香音さん 

 

安心安全な段ボールプールを作ろう 

 私は、北部ジュニア公民館に参加し、段ボール

プールを作りました。段ボールプールを使う幼児

から小学生が安全に使うためだけでなく、保護者

が安心して遊ばせられるためにも危険が無いよう

念入りに注意をしました。使う人も見守る人も楽し

めるＵＤな段ボールプールを作ることができまし

た。 

【講評】 段ボールプールを作るボランティアに参加

する中で発見したＵＤについてのレポートとして、興

味深く拝見しました。そもそもボランティアに参加し、

「相手の気持ちに立って考える」という姿勢そのもの

が、ＵＤの考え方に通じるものだと感じました。一方

で、レポートの中で、段ボールプールそのもののＵＤ

が混在している部分があり、少し分かりにくく感じら

れるところもありました。そこを整理すると、さらに伝

わりやすく、よい作品になると思います。 

 



 

 


